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研究成果の概要（和文）：超音波画像診断装置を用いて腹部の筋厚を測定し、姿勢制御や腹部の筋力発揮値、運動パフ
ォーマンスとの関係を検討した結果、腹部の筋力や瞬発的な走跳投といった運動と腹部の筋厚には有意な関係が認めら
れ、特に運動選手においてその傾向が強かった。超音波画像診断による腹部筋厚の測定値を用いることで、運動パフォ
ーマンスと関係が高い腹部の筋力を間接的に評価できる可能性が本研究によって明らかにされた。一方、姿勢制御との
関係については十分な見解が得られなかったため、今後も継続的に研究を進めていく。

研究成果の概要（英文）：After measuring the muscle thickness of the abdominal region using an ultrasound 
imaging device, we examined its relationships with posture control, muscle strength, and exercise 
performances. The results indicate that the abdominal muscular thickness is correlated with muscle 
strength of the abdominal region and performance in dashing, jumping, throwing and the like, which 
require instantaneous muscle power. Furthermore, these correlations were stronger for athletes. This 
study clearly indicates that by using the abdominal muscle thickness values measured by ultrasound 
imaging diagnosis,　it is possible to evaluate the abdominal muscles that have stronger correlations with 
exercise performances. Meanwhile, we could not find enough evidence to support a correlation between the 
muscular thickness and posture control. We will continue to further our study in this area in the future.
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１．研究開始当初の背景 
体幹部（特に腹筋群）強化の目的は、1) 筋
力を発揮し、脊柱前屈動作や体幹部側屈・捻
転動作を行う、つまり『運動を発生させる』
働きの強化、2) 背・胸筋群と連携し腹腔内圧
を上昇させ、脊柱彎曲、骨盤傾斜位置を適正
に維持し脊柱支持力を高める、つまり『良姿
勢を維持する』働きの強化、3) 立位や座位中
に身体動揺を抑制するため、体軸（体幹）の
安定性（Stablility）を維持する、つまり、『体
幹を固定性する』働きの強化、4) 自らの運動
によって発生する様々な慣性力を受け止め、
運動遂行に適切なフォームを維持する、つま
り、『運動を制御する』働きの強化の 4 つが
存在する。 
この根拠は、腹筋群の解剖学的特性から理
論的に導き出されたものや、医学領域で侵襲
的に行われた研究結果にもとづき示された
ものである。いずれもスポーツやリハビリで
は経験的にその重要性が認知され、運動パフ
ォーマンス向上や姿勢の安定性維持、腰痛予
防等を目的とするトレーニングが実施され、
実際に成果があったという感想が多い。しか
し、成果の検証方法が指導者や選手の経験的、
主観的評価に留まっていたり、信頼性、妥当
性に乏しいテストの場合が多く、統一された
腹筋群を質的・量的に評価する方法、あるい
は腹筋群の特性と運動や姿勢との関連性や
機能的・解剖学的特性を捉える明確かつ非侵
襲的な測定・評価方法についてはいまだ十分
なものが存在するとは言い難い。 
そこで、近年発展してきたのが、超音波画
像診断法による筋組織の解剖学的特性と機
能面の関連性についての研究である
（Critchley et al.;2002, Hodges et al.;2003,
村上ら;2010,他）。最新の国内研究の報告では、
森ら（2011）が超音波画像によって運動時の
腹横筋群の筋活動中の筋厚変化（筋厚増加
率）を非侵襲的に捉えることに成功しており、
特定の運動によって活動する腹筋群の部位
を特定できるところまで研究が進んでいる。
筋の横断面積は筋力と比例関係にあり、上腕
二頭筋では筋力と筋厚の関係性が高いこと
も検証されている（宮本ら;2008）ことと合
わせて考えれば、客観的データにもとづく腹
筋群の解剖学的、機能学的評価が行える可能
性は高い。 
以上より、運動や姿勢制御との関連性を考
慮した定量的かつ客観的データにもとづく
実用性、汎用性の高い体幹部腹筋群の機能・
解剖学的評価方法を確立が必要であるとの
見解に至った。 

 
２．研究の目的 
体幹部の腹筋群は、腹腔内圧を上昇し、脊
柱、骨盤の過度の湾曲や前屈を抑制・安定さ
せ腰痛を予防する働きや、運動時に全身の筋
力発揮やフォームの安定性（安定姿勢）を維
持するために重要である。しかし、腹筋群の
機能面、形態面に対する非侵襲的かつ妥当性

の高い評価方法は未だ未開発の状態である。
本研究では、腹筋群の形態的特性と、機能的
特性（筋力、姿勢の安定度、運動パフォーマ
ンス）および脊椎彎曲・骨盤傾斜との関連性
を明らかにし、妥当性・信頼性の高い腹筋群
評価方法の開発および運動指導に有効な基
礎的資料の提供を目的とした。 
 
３．研究の方法 
検討課題Ⅰ．信頼性の高い腹部筋厚測定方法
の検討 
① 被験者 
青年男子 11名（年齢：18.9±0.5歳、身長：
身長:170.1±7.0 ㎝、体重:64.5±7.6 ㎏)を対
象とした。 
② 測定手順 
熟練検者と非熟練検者が、立位および仰臥
位にて、脱力時および筋力発揮時の 2条件で
腹直筋、外腹斜筋、内腹斜筋および腹横筋の
筋厚を測定した。腹部の筋厚の測定には、超
音波画像診断法（B-mode）（GT-101、TANITA
社製）を用いて実施した。 
 
検討課題Ⅱ．腹部筋厚と筋力の関係の検討 
① 被験者 
青年男子 16 名(年齢 :18.7±0.6 歳、身
長:168.2±6.7 ㎝、体重:64.9±8.7 ㎏)を対象
とした。 
② 測定手順 
腹部の屈曲筋力を測定するために、体幹部
屈曲筋力測定器（竹井機器製）（図 1）を新た
に開発した。測定した筋力と腹直筋、外腹斜
筋、内腹斜筋および腹横筋の筋厚との関係を
検討した。 

   図 1 体幹部屈曲筋力測定器 
 
検討課題Ⅲ．運動パフォーマンスと腹筋群の
形態的特性の関係 
① 被験者 
青年男子 13名（年齢：18.8±0.7歳、身長：

166.1±5.6 ㎏、体重：61.1±6.5 ㎏）を対象
とした。 
② 測定手順 

50m走、幅跳び、およびハンドボール投げ
テストの測定および腹部超音波画像診断装
置を用いて、腹直筋、外腹斜筋、内腹斜筋、
腹横筋の筋厚を計測し、両者の関係を検討し
た。 



検討課題Ⅳ．運動頻度の違いが腹部筋力およ
び筋厚に及ぼす影響 
① 被験者 
青年男子大学生運動選手 20 名（運動選手
群：年齢:20.1 ± 1.43 歳、身長:171.7 ± 
6.74 ㎝、体重:67.9 ± 10.41 ㎏）、および定
期的に運動を殆ど行っていない(運動頻度が
週 2回以内)青年男子大学生 20名（非運動選
手：年齢:20.1 ± 1.41 歳、身長:171.6 ± 
5.46 ㎝、体重:63.2 ± 8.62 ㎏）を対象とし
た。 
② 測定手順 
腹部屈曲筋力と腹部筋厚（腹直筋、内腹斜
筋、外腹斜筋）を測定し、運動選手群と非運
動選手群 
 
４．研究成果 
検討課題Ⅰ．信頼性の高い腹部筋厚測定方法
の検討 
熟練検者と非熟練検者とも、姿勢の違い、
筋力発揮有無に関わらず全ての部位におい
て ICC は非常に高かった(ICC≧0.96)。しか
し、以下の測定値のみ、検者間に有意差がな
く、信頼性が高かった；立位時の筋力発揮時、
および仰臥位時の脱力、筋力発揮時の腹直筋 
(ICC≧0.79)。以上の結果より、同一検者に
よる 2試行の測定値間の信頼性は姿勢、筋力
発揮有無に関わらず全ての部位において高
い。しかし、多くの測定値は検者間の信頼性
や一致度が低いため、測定技術の違いが信頼
性に影響したと推測される。結論として、測
定姿勢や筋力発揮時か否かに関わらず、全て
の部位の試行間信頼性が高い。しかし、検者
の測定技術は信頼性に大きな影響を及ぼす
ため、今後の測定には測定練習を十分に行っ
た熟練検者が測定に当たることが望ましい
と判断された。 
 
検討課題Ⅱ．腹部筋厚と筋力の関係の検討 
腹部の筋力と腹直筋、外腹斜筋、内腹斜筋
および腹横筋の筋厚との関係を検討した結
果、腹直筋および内腹斜筋において筋力との
間に有意な相関関係が認められた。よって、
筋厚と筋力には関係があることが明らかに
なった。 
 
検討課題Ⅲ．運動パフォーマンスと腹筋群の
形態的特性の関係 
腹直筋厚と50m走および立幅跳びテスト間に、
内腹斜筋厚と 50m 走、立幅跳び、およびハン
ドボール投げテスト間に中程度の有意な相
関が認められた（|r| = 0.57-0.68）。このこ
とから、体幹の屈曲や捻転など、動作に直接
関与する筋だけでなく、50m 走と腹直筋、内
腹斜筋のように、動作に直接関係なくとも、
体幹を安定させるために必要な筋について
も運動パフォーマンスと関係があり、腹筋群
の強化の際には、それらの筋を意識したプロ
グラムが有効であることが示唆された。今回
の結果を踏まえ、今後は体幹トレーニング前

後での腹筋群の形態的特性や機能的特性の
変化等を検討していく予定である。 
 
検討課題Ⅳ．運動頻度の違いが腹部筋力およ
び筋厚に及ぼす影響 
 検討課題Ⅱにおいて、腹部の筋力と腹部の
筋厚に関係があることが明らかになったが、
運動頻度が高い運動選手と、普段運動をしな
い非運動選手で違いがあるか更に検討した。 
その結果、運動選手群は筋厚と筋力が比例
して強くなるのに対し、非運動群では認めら
れなかった。運動群と非運動群で傾向が異な
る原因として、神経インパルスに関係した運
動単位の動員度の違いが考えられる。つまり、
非運動群は運動頻度が少ない、あるいは過去
の運動経験そのものが少なかったため、神経
と筋の接合の発達度が低い。つまり、彼らが
筋力を発揮しようとした際に、神経インパル
スの伝達が筋に十分に伝わらず、随意的な筋
の動員度が低かった可能性がある。よって、
腹部の筋厚から筋力を評価する場合、運動選
手と一般人では評価の方法を分けて検討す
る必要があることが明らかになった。 
 
 本研究の期間全体を通して明らかになっ
たことは以下の 3点である。 
 
1) 超音波画像診断法を用いた筋厚の測定は
信頼性が高い。 
2) 日ごろから運動をしている場合、腹部筋
力と腹部の筋厚には関係があるが、非運
動者の場合、関係が認められないため、
評価の際には運動実施の有無を考慮する
必要がある。 
3) 日頃より運動を実施している場合、腹部
の筋厚（特に内腹斜筋）が厚い方が 50m
走やハンドボール投げ、幅跳びといった
瞬発的な運動のパフォーマンスが高い。 
 
 以上より、腹部筋厚は活発的に運動を実施
している成人の筋力や運動能力を反映する
評価基準としての利用価値が高いと判断さ
れた。一方、今回の研究で十分に明らかにで
きなかった姿勢制御との関係については今
後の検討課題として引き続き研究を進めて
いく。 
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